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上図は、静岡産緑茶の茶葉 299gに含まれる放射性セシウムの量を、1時間の測定時間で 5

回測定した結果である。測定は LB2045ガンマ線スペクトロメーター、解析ソフトはベルト

ールドジャパン社の J-Gamma ver.4.8を用いている。縦軸は測定値(Bq/kg)を、横軸は試行

の順番を示している。セシウム 134と 137の測定値はそれぞれの記号で、±２σの推定誤

差範囲は誤差棒で示されている。 

５回の測定値は推定誤差の範囲内に並んでおり、J-Gammaの誤差評価は妥当と思われる。 

 

次ページの２つの図は、同じ茶葉を測定時間を変えながら測って得たセシウム 134（上）

と 137（下）の量を並べたものである。縦軸は Bq/kg、横軸は測定時間を表している。いず

れの図も、測定時間が 10分、30分、1時間、2時間、4時間、8時間、12時間、18時間の

場合の測定値と推定誤差及び検出限界を示している。 

一般に、推定誤差は測定時間が長いほど小さくなるが、各測定値は、それより測定時間が

短い全ての測定の推定誤差の範囲内に納まっており、誤差評価が妥当なことを示している。 

 

以上のように、J-Gammaの推定誤差の評価は、少なくとも 100 Bq/kg程度の比較的強い線

源を測る場合には、妥当な結果を示していると思われる。 



 

 

同じ茶葉を測定時間を変えながら測ったときのセシウム 134（上）と 137（下）の量 


